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キーワード：荷電交換分光、イオン温度、ペレット入射、動的熱輸送解析、非局所輸送 
 
１．研究計画の概要 
本研究では、高速の荷電交換分光法を開発
し、イオンにおける動的熱輸送解析法を確
立して、磁気シアの電子とイオンの熱輸送
への影響、熱輸送における非局所性の研究
基礎を築く事を目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究計画で開発した高速の荷電交換分光
装置システム、及び動的熱輸送解析の手法を
大型ヘリカル装置 (LHD)とトカマク装置
(JT-60U)の実験に適用し、プラズマの非局所
輸送の研究を発展させた。 
 
３．現在までの達成度 
当初の計画以上に進展している。 
昨年度において７件の論文を出版すること
ができた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後は、プラズマの早い応答の原因の一つと
考えられる揺動の計測へと進展させる予定
である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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